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未公開株詐欺が後を絶たない。「上場間近」「値上がり確実」「貴方だけに

特別に」などの甘言を弄
ろう

して未公開株の購入を勧め（当該会社が実在・架

空にかかわらず上場の予定自体が虚偽である）、払い込まれた資金を持ち

逃げするというものである。つい最近でも、不特定多数の投資家から150億

円を違法に収受したとされるグループが摘発されている。

投資名目による巨額詐欺も後を絶たない。最近の例では、沈没船から

財宝を取り出すプロジェクトへの出資金名目で13,000人から540億円を

集めたものや、フィリピンでのエビ養殖事業への投資名目で35,000人から

約850億円を集金したもの、などがある。そこでは、「安全・確実・高利回り」

「元本保証」といった言葉が頻繁に使用されるのが通例である。

このような詐欺の被害に遭った方々の心中を察するには余りあるが、何

かが足りない、と感じるのは私だけではないであろう。自分だけにやってくる

うまい儲け話など普通ないという「常識」の問題はさておくとしても、「金融リ

テラシー（金融における基本的な理解力）」が不足している、と私は感じる。

例えば、「元本保証」という言葉である。多くの人は「元本保証」という言葉

を聞いた瞬間に安心して思考停止になってしまう傾向がある。当然のことな

がら、重要なのは元本保証の有無ではなく、保証主体の財務的安定性であ

る。資本金20万円の特別目的会社が300億円の社債の元本保証を謳
うた

って

いたとしても、そこに意味はないということである。「元本保証の意味」「時間

を味方につける（長期投資の意義）」「複利の効用」、この3点だけを正確に

理解するだけでも金融リテラシーは格段に向上する。

「貯蓄から投資へ」という言葉がさまざまなところで使われている。豊かで

幸せな生活を実現する原資としての個人金融資産を、バランスよく効率的

に運用していくことの必要性を訴えた言葉である。しかし、「金融リテラシー」

の着実な普及なくしては、この言葉も画餅に終わってしまう虞
おそれ

もなしとはしな

い。物事には、迂遠なようでも正しい道というものがある。小さな努力の大

きな集積が必要とされている。そんなことを考えながら、金融リテラシーの

普及に些
いささ

かでも貢献すべく、今月も大学での講義に出向く予定だ。
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切葉野葡萄という字の通り、ノブドウに比べ
葉に深い切れ込みがあるのが特徴です。山
地や野原に生え、夏に直径３ミリほどの小さ
な花が多数開きます。果実は食べられません
が、緑→紫→碧と彩りが変化してとてもきれ
いです。


